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流出油事故対策本部の動き、急ピッチ!

燃油暴騰！

No. 691
takusui

兵庫の漁ۀਓのͨΊの৘報ࢽ
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7・15 全国一斉休漁
強力な燃油対策の早急実施を要望！

ʂػةଘଓͷۀړ

ൃ行（一財）兵庫県水産振興基金
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新年のご挨拶
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表紙の言葉

　皐月の空を彩る“鯉のぼり”。
　江戸時代に庶民の間で始まったとされるこの風習は、子
供の健やかな成長を願うものとして、今も全国各地で行わ
れています。
　写実的で格調高い鯉のぼり「播州鯉」の産地である加東
市では、市内観光施設であわせて10,000匹を目標に鯉の
ぼりを揚げる取り組みが行われています。写真はゴールデ
ンウィーク中の同市の遊園地で、五月晴れの空を泳ぐ小さ
な鯉のぼりを多数見ることが出来ました。
　なんだか海に沢山の魚が泳いでいるみたいです。タイや
ヒラメ、アジにカニなどの“鯉のぼり”を海の側に揚げて、
豊かな海の恵みに感謝し大漁を願うというのも面白いかも
しれませんね。

「鯉のぼり」（加東市）

No.691   May. 2014

　
「
で
や
・
で
や
・
で
や
・
で
や
」

　

威
勢
よ
く
響
く
セ
リ
人
の
声
。

　

コ
ー
ン
・
コ
ー
ン
。

　

シ
ュ
モ
ク
と
い
う
毛
の
な
い
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
の
よ
う
な
長
い
木
の
棒

で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
販
台
を
叩
く
音
。

　
「
ソ
ク
ブ
リ
・
カ
ネ
キ
」

　

１
２
０
０
円
で
カ
ネ
キ
と
い
う
仲
買
人
に
競
り
落
と
さ
れ
た
と
い
う
符
牒
。

　

そ
の
周
り
で
、
カ
ゴ
か
ら
逃
げ
出
し
た
魚
を
追
い
回
し
、
自
分
の
持
っ
て
き
た
バ
ケ
ツ
に
入
れ
る

悪
ガ
キ
と
そ
れ
を
見
て
見
ぬ
振
り
の
漁
師
の
お
っ
ち
ゃ
ん
達
。

　

お
お
よ
そ
50
年
近
く
前
の
明
石
浦
漁
協
で
の
夏
の
或
る
日
の
昼
市
風
景
。

　

セ
リ
人
は
、
も
う
覚
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
が

私
の
親
父
で
、
そ
し
て
バ
ケ
ツ
を
持
っ
た
可
愛
い
（
？
）
子
ど
も
は
何
を
隠
そ
う
小
学
校
に
上
が
る

前
の
私
。

　

活
気
に
満
ち
溢
れ
大
ら
か
な
「
浜
」
の
昼
市
は
、か
っ
こ
い
い
セ
リ
人
の
親
父
が
見
ら
れ
る
の
と
、

晩
御
飯
の
お
か
ず
が
手
に
入
り
お
婆
ち
ゃ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
、
当
時
私
の
大
の
お
気
に
入
り

の
遊
び
場
だ
っ
た
。

　

そ
れ
が
私
の
漁
業
と
の
関
わ
り
の
原
点
。

　

縁
あ
っ
て
信
漁
連
に
お
世
話
に
な
っ
て
か
ら
32
年
の
歳
月
が
流
れ
た
が
、
就
職
当
初
の
漁
協
系
統

信
用
事
業
は
、
ま
だ
そ
の
「
浜
」
独
特
の
人
間
味
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
。

　

そ
れ
が
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
殺
伐
と
し
た
金
融
業
務
へ
と
変
貌
し
、
そ
こ
に
働
く
職

員
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
、
い
つ
の
ま
に
か
次
元
も
質
も
遥
か
高
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
し

ま
っ
た
。

　

そ
う
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
仕
事
の
ス
タ
ン
ス
と
し
て
向
い
て
い
る
方
向
が
偏
っ
た
も
の
に
な
っ

て
く
る
の
も
道
理
。

　

確
か
に
金
融
業
務
は
、「
浜
」・「
県
」・「
国
」
単
位
で
は
な
く
、
全
世
界
的
な
基
準
で
動
い
て
い

る
の
だ
か
ら
、
致
し
方
な
い
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
ど
こ
か
違
う
よ
う
な
気
が
す
る
な
。

　

こ
う
い
う
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
向
く
べ
き
方
向
は
、「
浜
」
で
あ
る
…
と
。

　

改
め
て
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
、
連
休
明
け
の
ア
ン
ニ
ュ
イ
な
夕
暮
れ
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

ど
っ
ち
を
向
い
て
い
る
？

兵
庫
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

参
事
　
黒 

田
　
俊 

文

	 ２	 ようそろ

	 ３	 吉岡	修一氏が旭日中綬章を受章されました
	 	 平成26年度	県功労者表彰

	 ４	 平成25	年度	のり共販終了

	 ５	 トト活隊	結成

	 ６	 系統・漁協新人職員紹介
	 	 「第16回浜坂みなと	ほたるいか祭り」開催	

	 ７	 ＪＦ姫路市の直売所がＯＰＥＮ
	 	 大きなアカイカと小さなホタルイカの料理教室

	 ８	 宗和	貴光さん（ＪＦ兵庫漁連）に感謝状

	 10	 “命を守る運動”海上安全講習会担当者会議を開催
	 	 海難事故をなくそう

	 11	 兵庫JCC通信

	 12	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
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平
成
26
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｆ
但
馬
組
合
長 

吉
岡 

修
一
氏
（
前

Ｊ
Ｆ
全
国
共
水
連
会
長
）
が
永
年
に
わ
た
り
漁
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
る
と
と

も
に
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
地
漁
業
支
援
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
旭
日
中
綬
章
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
は
５
月
13
日
（
火
）、
農
林
水
産
省
７
階
講
堂
で
執
り
行
わ
れ
、

同
日
、
皇
居
に
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
さ
れ
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

【農林水産功労】

　松本　　力 様

　（ＪＦ高砂代表理事組合長）

【農林水産功労】

　川越　一男 様
　（ 兵庫県漁業共済組合組合長理事）

【女性活動功労】

　井上二三枝 様

　（兵庫県漁協女性部連合会副会長）

　兵庫県は５月３日（土）に「平成26年度県功労者表彰」の受賞者の発表を行い、水産関係から３名の方が
選ばれました。なお、授賞式は５月23日（金）に神戸市中央区の県公館で行われます。
　心よりお慶び申し上げます。
　受賞されました方は次の通りです。

～水産関係から３名が受賞～

吉
岡 

修
一
氏（
前
Ｊ
Ｆ
全
国
共
水
連
会
長
）が

  
旭
日
中
綬
章

 

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

平成26年度  県 功 労 者 表 彰
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
今
漁
期
最
終
の
共
販
と
な
る
第
14
回
乾
の
り
入

札
会
が
、
５
月
８
日
（
木
）、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の

り
流
通
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
、
約
60
名

（
35
社
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
上
場
枚
数
は
２
、０
４
６
万
枚
で
、
共
販
金
額

は
１
億
３
、６
８
８
万
円（
平
均
単
価：６
円
66
銭
）

と
な
り
、
今
漁
期
の
兵
庫
県
の
の
り
共
販
結
果
は

生
産
枚
数
13
億
２
、６
６
４
万
枚
（
前
年
比 

１
１ 

２・６
％
）、
共
販
金
額
１
１
０
億
２
、８
４
３
万

円（
前
年
比 

１
２
１・３
％
）と
な
り
ま
し
た
。（
今

漁
期
の
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。）

　
最
終
共
販
の
挨
拶
に
立
っ
た
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田 

隆
義
会
長
は
「
海
の
栄
養
塩
の
状
態
が
良

く
な
く
、
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
の

が
残
念
。全
国
で
も
70
億
枚
と
い
う
生
産
枚
数
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
残
っ
た
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
か
な
海
を
取
り
戻
す
た
め
の
瀬
戸
内
海

再
生
法
に
つ
い
て
は
「
５
月
下
旬
に
国
会
へ
法
案

提
出
の
見
込
み
」
と
さ
れ
、
ノ
リ
生
産
環
境
の
回

復
に
向
け
た
運
動
が
確
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
兵
庫
県
海
苔
入
札
指
定
商
組
合 

松

谷 

晃
理
事
長
（
松
谷
海
苔
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

は
「
全
国
的
に
ノ
リ
が
不
漁
な
な
か
、
兵
庫
は
皆

さ
ん
の
努
力
が
実
を
結
び
ま
し
た
。
今
後
は
全
国

70
億
台
の
生
産
枚
数
に
な
る
こ
と
も
多
く
な
る
と

予
想
さ
れ
る
が
、
兵
庫
ら
し
い
高
品
質
な
ノ
リ
の

提
供
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
漁
期
は
、
11
月
末
の
風
波
の
影
響
に
よ
り
張

り
込
み
が
約
2
週
間
遅
れ
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
一
部
の
地
域
で
は
色
落
ち
の
影
響
が

あ
っ
た
も
の
の
、
１
月
期
の
共
販
で
は
上
場
枚
数

が
２
億
枚
を
超
え
る
共
販
が
開
催
さ
れ
、
概
ね
順

調
な
生
産
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
月
中
旬
以
降
に

は
播
磨
灘
全
域
で
色
落
ち
が
発
生
し
、
そ
の
後
大

阪
湾
で
も
見
ら
れ
、
各
地
で
減
産
・
終
漁
が
進
み

ま
し
た
が
、予
定
し
て
い
た
合
計
14
回
の
共
販（
臨

時
共
販
を
含
め
15
回
）
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

の
り
海
藻
事
業
本
部

平
成
25 
年
度 

の
り
共
販
終
了

平成25年度 兵庫県乾のり共販結果
共販年度 共販枚数 共販金額 平均単価

本　
県

平成25年 13億2,664万枚 110億2,843万円 8円30銭
平成24年 11億7,804万枚 90億9,110万円 7円70銭
平成23年 15億3,879万枚 144億8,796万円 9円39銭

全　
国

平成25年 70億5,647万枚 648億2,900万円 9円19銭
平成24年 81億8,758万枚 702億0,913万円 8円57銭
平成23年 77億6,852万枚 772億1,329万円 9円94銭

今年度最終共販・見付場の様子
今年度より、衛生管理（毛髪混入防止）のため、衛生帽を着用しています
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美
方
郡
香
美
町
（
浜
上 

勇
人
町
長
）
で
は
、
水

産
業
を
再
活
性
化
さ
せ
、
地
域
経
済
を
活
気
付
け
る

こ
と
を
目
的
に
、
全
国
で
初
め
て
と
な
る
「
魚
食
の

普
及
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」（「
と
と
条
例
」）
を

制
定
し
ま
し
た
。“
と
と
”
に
ち
な
ん
だ
10
＋
10
で

毎
月
20
日
を
「
魚と
と
の
日
」
と
し
た
こ
と
を
受
け
、
同

町
の
漁
業
者
、
水
産
加
工
業
者
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
取
り
組
む
「
と
と
活
隊
」
を
結
成
し
、
そ
の
発
足

式
が
４
月
８
日
（
火
）
香
美
町
香
住
区
の
香
住
水
産

加
工
業
協
同
組
合
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
発
足
式
に
は
関
係
者
ら
約
50
名
が
出
席
し
、
挨
拶

で
浜
上
町
長
は
「
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の

発
展
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
魚
食
推
進
を
図

り
た
い
」
と
さ
れ
、
ノ
ボ
リ
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
へ

の
支
援
の
ほ
か
「
毎
月
20
日
は
魚
食
普
及
の
日
と
し

て
、
町
の
防
災
無
線
で
広
く
呼
び
か
け
る
」
と
町
あ

げ
て
の
取
り
組
み
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
香

住
水
産
加
工
業
協

同
組
合 

長 

一
仁

組
合
長
は
「
と
と

条
例
の
役
割
は
、

水
産
業
復
興
・
魚

食
普
及
・
地
域
活

性
化
の
３
つ
で
あ

り
、
今
後
は
10
名

の
精
鋭
部
隊
で
あ

る
“
と
と
活
隊
”

と
、
町
会
議
員
や

小
売
店
、
観
光
業

者
、
一
般
町
民
か

ら
な
る
賛
助
隊
員

１
０
３
名
で
、
漁

業
の
町
“
香
住
”
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、

長
組
合
長
か

ら
ノ
ボ
リ
と

ジ
ャ
ン
バ
ー

が
手
渡
さ
れ

た
ト
ト
活
隊 

浜
上 

栄
作

隊
長
は
「
海

よ
り
も
広

く
、
海
よ
り

も
深
く
、
こ

の
条
例
を
町

民
に
広
げ
た

い
。
香
美
町

に
は
国
内
有

数
の
美
味
し

い
魚
が
あ

り
、“
魚
を
食
べ
よ
う
”
を
合
言
葉
に
力
い
っ
ぱ
い

活
動
す
る
」
と
「
と
と
活
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
“
と
と
活
隊
”
は
、
今
後
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

旬
の
魚
の
食
べ
方
な
ど
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
発
信
す
る
と
も
に
、
町
の
店
舗
な
ど
に
ノ
ボ
リ
を

立
て
、
賛
助
隊
員
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

　
４
月
20
日
（
日
）
に
は
「
と
と
条
例
」
施
行
記
念

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
と
と
フ
ェ
ス
」
が
同
組
合
に
て

行
わ
れ
、
鮮
魚
・
加
工
品
の
量
り
売
り
の
ほ
か
、
レ

シ
ピ
付
き
料
理
の
販
売
も
行
わ
れ
、
但
馬
各
地
か
ら

訪
れ
た
家
族
連
れ
ら
約
７
０
０
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
ニ
ギ
ス
を
使
っ
た
「
Ｓ
Ｋ
Ｓ
」（
既
報
：
拓
水
№

６
７
７
、２
０
１
３
年
３
月
号
）
や
、
香
美
町
ゆ
か

り
の
海
産
物
を
使
っ
た
「
香
住
丼
」
の
開
発
を
次
々

に
行
っ
て
い
る
同
地
区
で
、
さ
ら
な
る
魚
食
推
進
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
結
成
さ
れ
た
「
と
と
活
隊
」
の

今
後
の
活
動
に
注
目
で
す
。

（一財）兵庫県水産振興基金

トト活隊 結成！
　～香美町は「毎月20日は 魚

とと

の日」～

長組合長からジャンバーが手渡されました

大勢の人で賑わいました

とと活隊のメンバーも参加

「とと活宣言」を行う浜上隊長
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
日
本
海
に
春

を
告
げ
る
ホ
タ

ル
イ
カ
漁
。
全

国
ト
ッ
プ
の
水

揚
げ
量
を
誇
る

Ｊ
Ｆ
浜
坂
の
浜

坂
漁
港
で
、
４

月
６
日
（
日
）、

「
第
16
回
浜
坂

み
な
と 

ほ
た

る
い
か
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
昨
年
は
悪
天

候
の
た
め
中
止

と
な
り
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
曇
り

空
で
や
や
肌
寒
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
朝
早
く
か
ら
旬

の
ホ
タ
ル
イ
カ
を
楽
し
も
う
と
大
勢
の
来
場
者
が
詰
め
か

け
て
賑
わ
い
ま
し
た
。（
主
催
者
発
表
約
２
万
人
）

　
会
場
で
は
、
ホ
タ
ル
イ
カ
の
串
揚
げ
や
お
好
み
焼
き
、

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
の
ほ
か
、「
冷
製
ジ
オ
パ
ス
タ
」
が

提
供
さ
れ
、
各
売
り
場
に
は
長
い
行
列
が
出
来
ま
し
た
。

メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、“
わ
ん
こ
そ
ば
”
な
ら
ぬ
茹
で

た
ホ
タ
ル
イ
カ
を
時
間
内
に
食
べ
た
量
を
競
う
「
全
日
本

わ
ん
こ
ほ
た
る
選
手
権
」
が
行
わ
れ
、
な
か
に
は
３
分
間

に
１
０
０
匹
を
食
べ
た
参
加
者
も
お
り
、
多
く
の
拍
手
を

受
け
る
な
ど
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
ク
レ
ー
ン
で
吊
る
ほ
た
る
い
か
の
釜
揚
げ
コ
ー

ナ
ー
」
は
、
ク
レ
ー
ン
に
吊
ら
れ
た
大
き
な
籠
に
ホ
タ
ル
イ
カ

を
入
れ
、
大
釜

で
茹
で
る
と
い

う
も
の
で
、
鮮

度
が
良
く
茹
で

た
て
の
イ
カ
が

食
べ
ら
れ
る
と

あ
っ
て
、
た
く

さ
ん
の
人
が
集

ま
っ
た
ほ
か
、

網
か
ら
上
が
っ

て
す
ぐ
に
パ
ッ

ク
詰
め
を
し
た

「
浜
ほ
た
る
」
の

販
売
も
行
わ
れ
、

生
の
ホ
タ
ル
イ

カ
を
手
に
入
れ

る
良
い
機
会
と

な
り
、
多
く
の

来
場
者
が
買
い

求
め
て
い
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ｆ
浜
坂
で

は
、
今
後
も
多

く
の
人
に
ホ
タ

ル
イ
カ
の
美
味

し
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま

す
。

「
第
16
回
浜
坂
み
な
と 

ほ
た
る
い
か
祭
り
」開
催 

　

～
約
２
万
人
の
来
場
で
賑
わ
う
～

Ｊ
Ｆ
浜
坂

「浜ほたる」は人気でした！

ＪＦ兵庫漁連

福
ふく

井
い

　基
もと

之
ゆき

東二見漁業協同組合 職員
奈良県橿原市出身（現在は西宮市に居住）
資格：社会保険労務士、行政書士、２級ファイナンシャルプランニング技能士
趣味：ランニング、六甲縦走

　漁業のことは何もわからず、また、東二見漁協で発生した内容について
も知らされずに就職して、はや５か月が経過しました。
　多数の大西さんや中村さんにも、少しずつ下の名前で話しかけることが
できるようになってきました。
　口は悪いが心の優しい漁師さんに鍛えられ、職員に支えられ、また、行
政の方々や系統団体の皆さん、そして近隣漁協の関係者の方々に励まさ
れ、ご迷惑をお掛けしながら、なんとか日々の業務に取り組んでいます。
　組合員の皆さんが安心して沖に行けるよう業務に取り組むとともに、国家の重要な産業でありながら
危険で不安定で、そして孤独な漁師の所得及び地位の向上に向けて微力ながら、応援させていただき
ますので、どうぞよろしくお願いします。

新
た
に
採
用
さ
れ
た
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

系
統
・
漁
協
新
人
職
員
紹
介

茹であがったホタルイカに歓声が上がりました
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Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連　
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︱

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
は
、
４
月
10
日
（
木
）、

Ｊ
Ｆ
但
馬 

橋
本 

靖
彦
津
居
山
支

所
長
と
、
平
本 

雅
大
津
居
山
直

販
店
長
を
講
師
に
迎
え
、
旬
の
魚

を
楽
し
む
教
室
「
赤
イ
カ
と
ホ
タ

ル
イ
カ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
、
但
馬
で

獲
れ
る
食
用
最
大
の
イ
カ
「
ア
カ

イ
カ（

ソ
デ
イ
カ）

」
と
、
食
用

最
小
の
イ
カ「
ホ
タ
ル
イ
カ
」で
、

平
本
氏
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

ア
カ
イ
カ
の
解
体
シ
ョ
ー
か
ら
教

室
は
始
ま
り
、ア
カ
イ
カ
の
ス
テ
ー
キ
、ホ
タ
ル
イ
カ
の
釜
揚
げ
、

ホ
タ
ル
イ
カ
の
マ
リ
ネ
、
干
し
ホ
タ
ル
イ
カ
ご
飯
と
素
材
の
味
を

味
わ
え
る
シ
ン
プ
ル
な
料
理
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
生
か
ら
調
理
し
た
旬
の
ホ
タ
ル
イ
カ
と
、
目
の
前

で
さ
ば
か
れ
た
ア
カ
イ
カ
の
あ
ま
り
の
美
味
し
さ
に
目
を
見
張

り
、
切
り
分
け
ら

れ
た
ア
カ
イ
カ
を

喜
ん
で
持
っ
て
帰

ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︱
Ｃ

Ｌ
Ｕ
Ｂ
で
は
、
今

後
も
こ
の
よ
う
な

兵
庫
の
魚
の
お
い

し
さ
や
、
楽
し
さ

を
消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ

し
魚
食
文
化
が
継

承
さ
れ
兵
庫
の
魚

の
消
費
を
拡
大
し

て
い
く
取
り
組
み

を
企
画
し
て
行
き

ま
す
。

ＪＦ兵庫漁連

大きなアカイカと小さなホタルイカの料理教室
　～シートクラブの旬の魚を楽しむ教室～

解体される大きなアカイカに注目が集まります

　
４
月
13
日
（
日
）、
姫
路
市
妻
鹿
漁
港
に

あ
る
Ｊ
Ｆ
姫
路
市
（
中
澤 

卓
生
組
合
長
）

事
務
所
前
に
「
姫
路
海
産
物
と
れ
と
れ
直
売

所
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
毎
年
１
月
に
姫
路
市
大
手
前
公
園
で
行
わ

れ
て
い
た
「
姫
路
と
れ
と
れ
海
産
物
ま
つ

り
」
が
今
年
限
り
で
終
了
し
た
た
め
、
Ｊ
Ｆ

姫
路
市
漁
協
青
壮
年
部
（
船
越 

孝
一
部
長
）

は
、
妻
鹿
に
場
所
を
移
し
、
こ
れ
ま
で
の
イ

ベ
ン
ト
名
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
、
自
分
た

ち
が
獲
っ
て
き
た
魚
の
直
売
所
を
作
り
ま
し

た
。
臨
時
に
設
け
ら
れ
た
テ
ン
ト
で
は
、
メ

イ
タ
ガ
レ
イ
、
チ
ヌ
、
コ
チ
の
ほ
か
ニ
シ
ガ

イ
な
ど
活
魚
・
鮮
魚
が
並
べ
ら
れ
、
同
部
員

ら
は
調
理
法
を
紹
介
し
つ
つ
、
威
勢
の
良

い
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。
初

日
（
13
日
）
の

来
場
者
は
や
や

少
な
か
っ
た
も

の
の
、
こ
の
日

（
27
日
）
は
口

コ
ミ
の
広
が
り

も
あ
り
、
途
絶

え
る
こ
と
な
く

来
場
す
る
人
を

見
て
、
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
毎
週
日
曜
日
に
は
近
く
の

家
島
と
れ
と
れ
昼
市
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
ひ
と
つ
妻
鹿
に
水
産
物
販
売
の
拠
点
が

出
来
ま
し
た
。
出
来
る
だ
け
青
壮
年
部
の
全

員
が
参
加
す
る
よ
う
に
し
、
第
２・４
日
曜

日
の
8
時
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
近

く
に
来
ら
れ
た
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

姫
路
海
産
物
と
れ
と
れ
直
売
所
デ
ー
タ

姫
路
市
白
浜
町
字
万
代
新
開
甲
９
１
２
︱
８

 

（
Ｊ
Ｆ
姫
路
市
事
務
所
前
）

営 

業 

日
・
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日

営
業
時
間
・
８
：
０
０
～
売
り
切
れ
ま
で

Ｊ
Ｆ
姫
路
市
の
直
売
所
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！ 

　

～
同
Ｊ
Ｆ
青
壮
年
部
が
主
体
と
な
り
運
営
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
４
月
28
日
（
月
）、
明
石
市
藤
江
の
明
石

市
消
防
本
部
に
お
い
て
、
海
難
救
助
に
協
力

し
た
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導
部
統
括
代
理 

宗

和 

貴
光
さ
ん
を
は
じ
め
４
名
に
岡
田 

教
宏

同
本
部
消
防
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
４
月
９
日
（
水
）
15
時
05
分
頃
、

明
石
港
南
の
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
沖
で
連
絡

船
か
ら
男
性
が
転
落
す
る
事
故
が
あ
り
ま
し

た
。
同
船
に
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
宗
和
さ
ん

ら
乗
客
と
船
員
が
男
性
を
救
助
し
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
（
以
降
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
を
行
い
つ

つ
港
へ
搬
送
、
救
急
車
で
運
ば
れ
一
命
を
取

り
留
め
た
と
い
う
も
の
で
す
。
感
謝
状
を
手

渡
さ
れ
た
岡
田
消
防
長
は
「
す
ば
ら
し
い
連

携
に
よ
っ
て
尊
い
命
を
救
う
こ
と
が
出
来

た
」
と
、
感
謝
の
意
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

❖ 

宗
和
さ
ん
に
救
助
に
関
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

︱�　

今
回
、
救
助
に
協
力
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
ジ
ェ
ノ
バ
ラ
イ
ン
に
何
故

乗
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
か
？

宗
和
氏
：	「
淡
路
島
の
Ｊ
Ｆ
で
開
催
予
定
の

海
上
安
全
講
習
会
打
ち
合
せ
で
、

Ｃ
Ｐ
Ｒ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
機
）
の
体
験
講
習
の
話
を

し
に
行
く
と
こ
ろ
で
し
た
。」

　

︱�　

Ｃ
Ｐ
Ｒ
体
験
の
打
ち
合
わ
せ
に
向
か

う
途
中
で
遭
遇
さ
れ
る
と
は
す
ご
い
偶

然
で
す
ね
。
そ
の
時
の
状
況
を
詳
し
く

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

宗
和
氏
： 「
明
石
発
15
時
00
分
の
連
絡
船 

ジ
ェ
ノ
バ
ラ
イ
ン
に
乗
っ
て
淡
路

島
へ
向
か
い
ま
し
た
。
出
港
し
て
間

も
な
く
、
乗
船
し
て
い
た
男
性
が
落

水
し
た
と
船
内
は
大
騒
ぎ
に
な
り

ま
し
た
。
運
行
を
中
断
し
旋
回
し

た
同
船
は
す
ぐ
に
男
性
を
発
見
し

た
の
で
、
甲
板
に
出
て
、
機
関
長

と
乗
客
ら
数
名
で
、
ボ
ー
ト
フ
ッ

ク
を
使
っ
て
引
き
揚
げ
ま
し
た
。」

　

︱�　

ボ
ー
ト
フ
ッ
ク
で
救
助
を
？

宗
和
氏
：	「
船
長
の
判
断
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

飛
び
込
む
と
二
次
災
害
の
危
険
も

あ
り
ま
す
か
ら
。
フ
ッ
ク
は
ズ
ボ

ン
を
貫
通
し
、
ベ
ル
ト
と
一
緒
に

掛
っ
て
い
た
の
で
何
と
か
引
き
上

げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。」

　

︱�　

そ
れ
か
ら
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？

宗
和
氏
： 「
機
関
長
が
『
大
丈
夫
で
す
か
！
』

と
声
を
掛
け
た
の
で
す
が
、
す
で

に
意
識
も
脈
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
機
関
長
は
『
死
ん
で
ど

う
す
る
！
』
と
声
を
出
し
、
直
ち

に
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
開
始
し
ま
し
た
。
私

は
、
現
在
、
Ｊ
Ｆ
や
系
統
５
団
体

な
ど
で
行
っ
て
い
る
“
命
を
守
る

運
動 
海
上
安
全
講
習
会
”
の
業

務
を
担
当
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を

一
人
で
や
り
続
け
る
の
は
困
難
な

こ
と
を
知
っ
て

い
た
の
で
、
機

関
長
に
『
代
わ

り
ま
す
』
と

申
し
出
ま
し

た
。
他
の
乗
客

も
手
伝
っ
て
く

れ
て
、
３
名
で

交
代
し
な
が
ら

行
い
ま
し
た
。

“
男
性
の
ア
ゴ

が
動
い
た
”
と

誰
か
が
言
っ
た

よ
う
で
す
が
、

男
性
の
意
識
は

無
か
っ
た
の
で

そ
の
ま
ま
続
け

ま
し
た
。
港
に

引
き
返
し
て
す

ぐ
に
到
着
し
た

救
急
隊
員
に
男

性
を
引
き
渡
す

と
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

取
り
付
け
ら
れ
、
救
急
車
で
搬
送

さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。
男
性
が
一

命
を
取
り
留
め
た
と
翌
日
に
聞
き

ま
し
た
。」

　

︱�　

こ
の
よ
う
な
現
場
は
初
め
て
で
す

か
？

宗
和
氏
： 「
初
め
て
で
す
。
海
上
安
全
講
習

会
で
人
形
を
使
っ
た
Ｃ
Ｐ
Ｒ
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
研
修
は
行
っ
た
こ
と
は
あ
る

が
、実
際
に
事
故
現
場
に
遭
遇
し
、

実
践
し
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

贈呈後の記念撮影
（前列左から 宗和さん、小野さん。後列左から 漁 船長、赤谷機関長、岡田消防長）

宗
和 

貴
光
さ
ん（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）に
感
謝
状 

　

～
明
石
沖
で
の
人
命
救
助
に
協
力
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金



講
習
会
の
知
識
だ
け
で
し
た
が
助

け
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
で

す
。
そ
れ
と
、
同
じ
よ
う
に
Ｃ
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
男
性
乗
客
が
一
人
お

ら
れ
、と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。

そ
の
方
は
処
置
後
、
名
乗
ら
ず
に

立
ち
去
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
紙
面

を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。」

　
今
回
は
「
助
け
た
い
」
と
い
う
思
い
が
１

つ
に
な
っ
て
、「
救
助
の
連
携
」
と
「
と
っ

さ
の
判
断
力
」
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
第
一
発
見
者
の
高
校
生 

小
野 

寿

斗
さ
ん
は
、
怪
我
の
た
め
松
葉
杖
を
使
っ
て

い
る
に
も
関
ら
ず
、
男
性
が
転
落
し
て
す
ぐ

に
躊
躇
な
く
ブ
リ
ッ
ジ
に
上
が
り
船
長

に
連
絡
し
た
た
め
、
㈱
ジ
ェ
ノ
バ
ラ
イ

ン 

漁り
ょ
う 

光
弘
船
長
は
す
ぐ
さ
ま
船
を

旋
回
し
救
助
に
向
か
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
発
見
後
、
飛
び
込
ん
で
救
助
す

る
方
法
も
あ
り
ま
し
た
が 

漁 

船
長
は

ボ
ー
ト
フ
ッ
ク
に
よ
る
救
助
を
選
択
し

た
の
で
、
救
助
後
す
ぐ
に
港
へ
向
か
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
同
社 

赤
谷 

雅

司
機
関
長
は
、
明
石
市
消
防
署
の
上
級

市
民
救
命
士
講
座
を
受
講
し
て
お
ら

れ
、
適
確
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
救
命
措
置

を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
宗
和
さ

ん
は
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
知
識
が
あ
り
、
も
う
１

名
の
乗
客
と
赤
谷
機
関
長
の
３
人
が
交

代
し
な
が
ら
継
続
的
に
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
、
落
水
か
ら
港
へ
帰
港
す
る
ま
で
約

15
分
で
救
急
隊
に
引
き
渡
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
「
も
し
も
の
時
」
の
行
動
は
、
普
段
か
ら

何
を
す
る
べ
き
か
を
意
識
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
救
命
に
関
す
る
講

習
会
等
に
参
加
し
て
「
知
識
」
を
深
め
、
訓

練
を
「
経
験
」
し
て
手
法
を
学
び
、
実
践
す

る
「
勇
気
」
を
得
る
こ
と
で
発
揮
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
、
Ｊ
Ｆ
・
系
統
団
体
が
神
戸
運
輸
監

理
部
、
神
戸
や
姫
路
の
海
上
保
安
部
な
ど
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
講
習
会
を
行
っ
て
お

り
、
昨
年
か
ら
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用

推
進
を
図
る
と
と
も
に
Ｃ
Ｐ
Ｒ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

講
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
海
上
安

全
講
習
会
を
受
講
し
て
「
も
し
も
の
時
」
の

備
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事故を未然に防止するため

　　“命を守る運動”「海上安全講習会」
を県下各地で開催しております。

～講習会の開催申込みは下記団体まで～
　この取組みは、平成22年よりＪＦや関係団体を対象に行っており、海難事故対策・ライフジャケット 
着用推進等の内容で開催しています。（この模様は本誌「拓水」で適宜紹介しています。）

講習会開催についてのお問い合わせは

ＪＦ兵庫漁連指導部まで  TEL ０７８－９４０－８０１３

岡田消防長から感謝状を受け取る宗和さん

9
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

固型式ライフジャケット
モデル： 兵庫県漁業協同

組合連合会
　　　   宗和 貴光さん

先日の新聞で、宮崎県においてライフジャケットを着用してい
た漁業者が、無事に生還した報道がありました。

「もしも」の時のため、
是非、着用してください。

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

海難事故をなくそう！

“命を守る運動”
海上安全講習会

担当者会議を開催

講習会開催についてのお問い合わせは
ＪＦ兵庫漁連（指導部）まで

TEL ０７８－９４０－８０１３

　
後
を
絶
た
な
い
海
難
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
現
在
、
県
下
各
地
で
開
催
し

て
い
る
“
命
を
守
る
運
動
” 

海
上
安
全
講
習
会
。

　
こ
の
講
習
会
で
は
、
海
難
事
故
事
例
と
そ
の
対
策
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
推
進

や
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
実
習
の
ほ
か
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
海
に
飛
び
込

み
、
そ
の
性
能
を
体
験
す
る
「
サ
バ
イ
バ
ル
訓
練
」
等
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
22
年
に

始
ま
っ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
延
べ
約
２
、３
０
０
人
が
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
24
日
（
木
）
に
は
、
水
産
会
館
で
、
国
土
交
通
省
神
戸
運
輸
監
理
部
、
神
戸
・

姫
路
の
各
海
上
保
安
部
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
を
は
じ
め
と
し
た
系
統
５
団
体
に
よ
る
担
当

者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
胸
骨

圧
迫
・
人
工
呼
吸
）
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
実
習
を
今
後
も
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
や
、
も
っ
と
多

く
の
漁
業
者
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
の
方
策
や
講
習
会
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
「
海
難
事
故
“
０ゼ

ロ
”」
を
目
標
に
、
講
習
会
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
県
内
の
各
地
区
の
Ｊ
Ｆ
へ
出
向
い
て
、
講
習
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
あ
る
Ｊ
Ｆ
は
、
是
非
、
下
記
連
絡
先
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

～海難事故“０
ゼロ

”を目指して…～

“命を守る運動”「海上安全講習会」
主催　 漁業協同組合・ＪＦ兵庫漁連・共水連兵庫県事務所・

兵庫県内海漁船保険組合・（公財）ひょうご豊かな海
づくり協会・（一財）兵庫県水産振興基金

協力　神戸運輸監理部　各海区の海上保安部
　　　関西小型船安全協会

　ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分
あります。

※ ライフジャケットでは
ありませんので、一
人乗りの漁船の場
合、ライフジャケッ
トを着用してくだ
さい。

浮きます！
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　兵庫県生協連では、３月３日（月）、兵庫県民
会館にて消費者支援機構関西（KC’s）、ひょうご
消費者ネット、生活協同組合コープこうべ、兵庫
県生協連の４者共催の「ひょうご消費者セミナー
2013」を開催しました。このセミナーは、新し
い制度「集団的消費者被害回復制度」について理
解を深めるとともに、幅広い世代の消費者に悪徳
商法のさまざまな手口を紹介し、楽しみながら「だ
まされない」コツを学ぶもので、100名が参加し
ました。
　冒頭、主催者４団体を代表し、兵庫県生活協同
組合連合会 三宅 康平専務理事が挨拶。
　続いて、今取り組んでいる事案や昨年成立した
集団的消費者被害回復訴訟制度について、ＮＰＯ
法人消費者支援機構関西(KC’s)検討グループメ
ンバー 浅田 奈津子氏、ＮＰＯ法人ひょうご消費
者ネット 副理事長 亀井 尚也氏による活動報告が
行われました。
　その後、落語家の林家 染二さんが「知ってビッ
クリ！知って安心！愉快な悪質商法撃退講座」を
テーマに講演。だまされないための消費者トラブ
ルの事例を紹介、「知ること」の大切さや「健康」

「孤独」「お金」の「３Ｋ」への不安につけこむ高
齢者被害についてお話されました。続いて行われ
た落語「かわり目 悪質商法版」では、ユーモラ
スな夫婦の会話のなかから悪質商法被害にあわな
いためのポイントを楽しく学びました。
　参加者からは、「いろんな詐欺の手口があるこ
とが分かりました」「楽しく“知る”ことができて、
友人にも伝えようと思いました」「講演のあとの
落語で、悪質商法のパターンが印象づいて良かっ
たです」などの感想が寄せられ、充実した内容の
セミナーとなりました。

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　ＪＡ兵庫西と神戸市の㈱増田製粉所は３月30日
（日）、同ＪＡ直売所「旬彩蔵書写」（姫路市書写）
で兵庫県産小麦粉のPR販売を行いました。これは、
来店客に地元で生産された小麦を味わってもらい、
地産地消への理解を深めてもらうのが狙いです。
　同製粉所では「ミナミノカオリ」「ふくほのか」
など県産小麦60％以上使用した小麦粉「北野坂」

「麺司」や、「シロガネコムギ」を主原料にした県
産小麦100％の薄力小麦粉「宝笠異人館」を、兵
庫県産小麦粉シリーズとして昨年から販売してい
ます。小麦はＪＡ兵庫西管内1,100ヘクタールで生
産されたものを使用し、兵庫県認証食品にも認定
されており、今後さらに、県産小麦の使用率を高
めることを目指しています。
　店頭では、同ＪＡのＴＡＣも参加して、来店者に
パンやマドレーヌなどを無料配布し、県産小麦の
味と食感を実際に楽しんでもらいました。同ＪＡの
小寺 悟司営農指導員は「生産者と実需者、消費者
が直接ふれ合う機会を増やすことで繋がりが広が
る活動を、今後も取り組みたい」と話しました。

ＪＡ兵庫西

直売所で兵庫県産小麦粉ＰＲ

「ひょうご消費者セミナー」

落語で学ぶ
“だまされないコツ”を学ぶ

講演される林家 染二さん

パンやケーキの試食で県産小麦をＰＲ

会場は笑いに包まれ楽しく学びました
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写真と文

༡ํࢠ

さアどうするどうする
◆
「
ど
の
季
節
が
好
き
で
す
か
」と
聞
か
れ
た
ら
返
答
に
困
る
。
春
は
桜
の
あ

や
衣
、
秋
は
紅
葉
の
唐
錦
…
と
、
天
然
の
美
は
限
り
な
く
麗
し
く
、
春
夏
秋
冬

そ
れ
ぞ
れ
の
趣
き
が
あ
る
。
そ
の
時
々
、
美
し
さ
を
目
い
っ
ぱ
い
見
せ
、
生
命

の
息
吹
き
を
感
じ
さ
せ
て
限
り
が
な
い
。
ど
の
季
節
も
好
き
で
あ
る
。
が
、
近

年
は
美
し
さ
に
陰
り
が
感
じ
ら
れ
、
根
底
か
ら
崩
壊
の
危
機
が
迫
っ
た
気
が

し
て
な
ら
な
い
。
開
発
が
進
ん
で
、
今
や
人
跡
未
踏
の
地
は
探
し
回
っ
て
も
見

つ
か
ら
ず
、
自
然
の
美
し
さ
は
ズ
ン
と
後
退
し
、
殆
ど
が
人
工
の
加
わ
っ
た
も

の
に
置
き
換
え
ら
れ
、
全
く
趣
き
の
無
い
状
態
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
何
処
へ
行

っ
て
も
、
同
じ
よ
う
な
風
景
に
な
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
態
々
、
訪
ね
て
も
空

し
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

◆
村
お
こ
し
と
称
し
て
、
静
か
な
山
里
が
俄
（
に
わ
か
）都
市
に
変
貌
す
る
。

超
奇
抜
な
建
物
が
建
て
ら
れ
、
人
集
め
の
た
め
の
大
々
的
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
大
勢
を
呼
び
寄
せ
る
。
現
代
社
会
は
人
が
動
け
ば
車
が
動
き
、
汚
物
を
吐
き

出
し
て
自
然
を
き
つ
く
痛
め
つ
け
る
。
静
か
だ
っ
た
山
村
に
「
山
を
汚
す
な
／

自
然
を
守
れ
」な
ど
の
看
板
が
立
つ
。
人
が
集
ま
れ
ば
排
泄
物
と
一
緒
に
ゴ
ミ

も
や
っ
て
来
る
。
来
た
時
よ
り
も
美
し
く
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
飲
み
終
え
た

空
き
缶
は
ど
う
考
え
て
も
邪
魔
っ
け
で
あ
り
、
此
の
目
障
り
を
ど
こ
へ
捨
て

る
か
。
無
け
れ
ば
購
わ
ぬ
も
の
を
と
、
自
動
販
売
機
の
存
在
を
恨
め
し
く
思
っ

た
り
し
て
い
る
。

◆
「
今
は
昔
」と
書
き
出
せ
ば
、
ど
ん
な
荒
廃
し
た
残
酷
な
イ
ヤ
な
事
も
、
美

し
い
話
に
な
る
の
が
童
話
の
世
界
で
あ
る
。
昔
の
山
里
に
は
、
そ
ん
な
嬉
し
い

光
景
が
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
小
さ
な
日
だ
ま
り
に
四
季
の
花
が
揺
ら
ぎ
、
緑
の

中
に
虫
た
ち
の
饗
宴
が
見
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
景
色
を
思
い
出
し

懐
か
し
ん
で
も
、
所
詮
は
懐
古
趣
味
に
過
ぎ
な
い
。
道
路
端
に
転
が

る
空
き
缶
や
弁
当
殻
の
樹
脂
製
品
、
煙
草
の
ケ
ー
ス
や
吸
い
殻
。
側

溝
に
捨
て
ら
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
か
ら
犬
の
糞
が
転
が
り
出
る
。
日

常
茶
飯
事
と
な
っ
た
此
れ
ら
は
何
と
も
な
ら
ぬ
現
実
で
あ
り
、
腹

を
立
て
て
見
て
も
、
所
詮
は
ゴ
マ
メ
の
歯
軋
（
は
ぎ
し
）り
な
の
で

あ
る
。

◆
日
本
国
の
先
行
き
が
透
明
感
を
失
い
、
国
力
は
落
ち
人
口
は
減

少
、
財
政
は
傾
い
て
回
復
の
見
込
み
が
見
え
難
い
。
全
く
不
透
明
で

お
先
真
っ
暗
な
感
じ
で
、
モ
ノ
が
溢
れ
て
い
る
の
に
何
故
か
幸
せ

感
に
乏
し
い
。
震
災
・
津
浪
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の
壊
滅
は
、
周

辺
一
体
へ
核
物
質
を
撒
き
散
ら
し
た
。
周
辺
住
民
は
震
災
の
大
被

害
に
加
え
、
他
所
へ
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
困
窮
の
ド
ン
底
へ

と
追
い
込
ま
れ
た
。
大
き
な
負
担
を
抱
え
、
荒
れ
た
郷
里
は
破
壊
前

の
姿
に
戻
ら
ず
、
悲
し
み
は
永
遠
に
消
え
な
い
。
原
子
力
に
頼
っ
た

暮
ら
し
は
、
環
境
破
壊
の
危
険
と
背
中
合
わ
せ
だ
っ
た
。
発
電
に
欠

か
せ
ぬ
燃
料
が
、
地
球
そ
の
も
の
を
も
破
壊
し
壊
滅
さ
せ
る
、
恐
ろ

し
い
牙
を
剥
い
て
迫
っ
て
来
る
。
さ
ア
ど
う
す
る
ど
う
す
る
ネ
。

芥
子
の
花

水
協
法
に
つ
い
て

　
４
月
の
大
輪
田
塾
は
22
日（
火
）に「
水
協
法
概
要
」と
題
し
、

県
水
産
課
漁
政
班
組
合
指
導
担
当 

望
月
松
寿
主
幹
と
都
倉
由
樹

主
査
を
講
師
に
招
き
開
講
し
ま
し
た
。

　
講
義
前
半
は
、協
同
組
合
の
歴
史
と
株
式
会
社
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

違
い
、農
協
と
の
比
較
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。後
半
で
は

同
法
の
条
文
に
つ
い
て
、途
中
に
質
問
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
解
説

を
受
け
、法
律
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
協
同
組
合
の
理
念
に

つ
い
て
も
学
び
、理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
後
の
大
輪
田
塾

　
日
時
：
平
成
26
年
５
月
27
日（
火
）13
時
30
分
か
ら 

水
産
会
館
に
て

講
義
：「
漁
船
法
概
要
」

　
　
　
「
漁
船
保
険
概
要
」

▶講義前半を
　担当した
　望月主幹

大勢の塾生が受講しました
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